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目 的　 高 齢 化 が 進 行 す る 中 で 、 高 齢 者 に と っ て 好 ま し い 居 住 形・ を 実 現 す る に は 、 ど ん

な 条 件 を 整 え る こ と が 必 要 な の か を 、 多 面 的 に 整 理 す る こ と が 急 務 の 課 題 と な っ て い る 。

本 報 告 で は 、 近 年 急 速 に 高 齢 化 を 辿 っ て い る Ｎ Ｔ 居 住 者 を 対 象 に 謙 譲 な 高 齢 者 が 、 住 み 続

け る た め の 住 生 活 環 境 の 条 件 を 生 活 実 態 も 含 め て 考 察 し た も の で あ る 。 。

方 法　 健 康 な 高 齢 者 で あ る こ と 、 多 様 な 家 族 形 態 が 期 待 で き る こ と 、 ア ン ケ ー ト 方 式 の

調 査 に 耐 え う る 能 力 が あ る こ と を 条 件 に 対 象 を 選 定 し た 。(  調 査 実 施 日)     199 1年1  0月30 日

～12 月13 日･    ( 調 査 対 象 ） 千 里 Ｎ Ｔ と そ の 周 辺 の 高 齢 者 コ ミ ュ ニ テ ィ 施 設 を 利 用 す る 高 齢

者 で あ る 。（ 配 票 回 収 状 況 ） 直 接 配 票 直 接 回 収 と し た 、 配 票 数304 票 で 有 効 票 数254 票 。

結 果　 （ 基 本 属 性 ） 平 均 家 族 人 数 は2  . 8人 で 「 夫 婦 の み 」 が　28.4 ％ 「 一 人 暮 ら し 」18.1

％ と 高 齢 者 の み の 世 帯 が 過 半 を 占 め て 、 回 答 者 の 平 均 年 齢 も71.4 才 と な っ て い る 。 住 宅 は

持 家 居 住 が66.9 ％ で あ る が 、 家 族 形 態 別 の 規 模 格 差 が み ら れ る 。（ 現 住 宅 評 価 ） 現 住 宅 は

高 齢 者 に 適 し て い る と63.8 ％ の 人 が み て い る 。 こ の こ と は 現 住 宅 評 価 が 比 較 的 高 い こ と と

相 関 し て い る と 言 え る.    ( 定 住 志 向 ） 現 住 宅 へ の 定 住 志 向 は 極 め て 高 く 、 そ の 理 由 と し て

住 宅 に 不 満 の な い こ と（34.2 ％ ）や 交 通 の 便 利 さ(21.2 ％ ）が 挙 げ ら れ て い る 。 ま た 「積 極 定

住 派 」「消 極 定 住 派 」「住 み 替 え 派 」と 定 住 意 識 が 低 下 す る と 住 宅 評 価 も 低 下 し て い る 。 生 活

実 態 ）同 居 家 族 と の 夕 食 の 頻 度 は 「 積 極 定 住 派 」68.6 ％ に 対 し 「 住 み 替 え 派 」 は50.0 ％ と

低 下 し て い る 。 ま た 、 だ ん ら ん の 満 足 度 も「 同 居 志 向 派 」 は81.8 ％ 「 別 居 志 向 派 」 は71.5

％ と 低 く 、 同 居 対 応 か 生 活 実 態 と 深 く 関 わ っ て 提 起 さ れ ね ば な ら な い こ と が 指 摘 で き る 。
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